
◎エコツーリズム推進法 
（平成一九年六月二七日法律第一〇五号）（衆）   

一、提案理由（平成一九年五月二九日・衆議院本会議） 

○西野あきら君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及び内容

を御説明申し上げます。 

 本案は、エコツーリズムが自然環境の保全、地域における創意工夫を生かした観光の

振興及び環境の保全に関する意識の啓発等の環境教育の推進において重要な意義を有す

ることにかんがみ、エコツーリズムに関する施策を総合的かつ効果的に推進するため、

エコツーリズムについての基本理念、政府による基本方針の策定その他のエコツーリズ

ムを推進するために必要な事項を定めようとするもので、その主な内容は、 

 第一に、エコツーリズムは、自然観光資源が損なわれないよう、生物の多様性の確保

に配慮しつつ、適切な利用の方法を定め、その方法に従って実施されなければならない

等との基本理念にのっとり、政府は、エコツーリズムの推進に関する基本方針を定めな

ければならないこと、 

 第二に、市町村は、エコツーリズムを推進しようとする地域ごとに、当該市町村のほ

か、事業者、ＮＰＯ、専門家、土地所有者、関係行政機関等から成るエコツーリズム推

進協議会を組織することができるものとし、同協議会は、エコツーリズム推進全体構想

を作成するものとすること、 

 また、市町村は、同協議会が全体構想を作成したときは、主務大臣の認定を申請する

ことができること、 

 第三に、主務大臣は、認定した全体構想の内容について周知するとともに、国の行政

機関及び関係地方公共団体の長は、認定全体構想に基づくエコツーリズムに係る事業が

円滑かつ迅速に実施されるよう、許可等の際に適切な配慮をすること、 

 第四に、市町村の長は、認定全体構想に従い、保護措置を講ずる必要がある自然観光

資源を特定自然観光資源として指定することができるものとし、当該特定自然観光資源

が多数の観光旅行者等の行動により著しく損なわれるおそれがあると認めるときは、そ

の所在区域への立ち入りの制限をすることができること等であります。 

 以上が、本案の趣旨及び主な内容であります。 

 本案は、去る二十五日環境委員会において、全会一致をもって委員会提出の法律案と

することに決したものであります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決くださいますようお願い申し上げます。 

二、参議院環境委員長報告（平成一九年六月二〇日） 

○大石正光君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、自然観光資源が損なわれないよう、生物の多様性の確保に配慮しつつ、

適切な利用の方法を定めるほか、エコツーリズムの実施方法や自然観光資源の保護、育



成のために必要な措置等を講ずるとともに、特定自然観光資源が多数の観光旅行者等の

活動により著しく損なわれるおそれがあると認めるときは、当該特定自然観光資源の所

在する区域への立入りの制限をすることができるなど、必要な事項を定めようとするも

のであります。 

 委員会におきましては、提出者の衆議院環境委員長から趣旨説明を聴取した後、採決

の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


